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INTRODUCTION
追手門学院大学

教員の著書

［五十音順］

強
い
ぞ
! 

追
手
門
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ

　

３
月
24
日
、ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の
世
界
大
会

『D
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LD
 

２
０
１
３
』の
ス
ピ
ー
ド
部
門

オ
ー
プ
ン
の
部
に
お
い
て
、本
学
の
ダ
ブ
ル

ダ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル「D

U
TC

H
E

R
'S

 616

」 

の
チ
ー
ム「D

ande lion

」が
優
勝
の
快

挙
を
遂
げ
た
。

　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
と
は
２
本
の
ロ
ー
プ
を

使
っ
て
跳
ぶ
な
わ
と
び
競
技
で
、ス
ピ
ー
ド

部
門
は「
30
秒
の
制
限
時
間
内
に
何
回
跳

べ
る
か
」を
競
う
も
の
。今
回
世
界
1
位

の
栄
冠
に
輝
い
た
の
は
、本
学
経
営
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
現
３
年
の
登 

優
斗

さ
ん
、経
済
学
部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー

学生団体 優秀実績一 覧 ［2月〜8月］

英語心理動詞と
非対格動詞の習得は
なぜ難しいのか
動詞の項構造の習得をめぐって
佐藤 恭子 著（国際教養学部）
2013年1月／渓水社

社会学的
ディアボリズム
リスク社会の個人
三上 剛史 著

（社会学部）
2013年4月／学文社

日本と世界の
職業教育
佐々木 英一 共編

（社会学部）
2013年5月／
法律文化社

日本の近代化と
障害者
李 義昭 著

（経済学部）
2013年2月／
晃洋書房

復興ツーリズム

観光学からの
メッセージ
橋本 裕之 共著

（社会学部）
2013年3月／同文館出版

となりの
ボクちゃん。
中崎 宣弘 絵・文

（地域文化創造機構）
2013年5月／
神戸新聞総合出版センター

On multidimensional
inverse scattering
in time-dependent
electric fields
石田 敦英（経済学部）共著
Inverse Problems 29,2013
2013年8月／国際誌

人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う
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NEWS
［ ニュース・トピックス ］

　

本
学
院
で
は
２
０
１
２
年
に
大
阪
府
中

央
卸
売
市
場
と
事
業
連
携
に
関
す
る
覚

書
を
締
結
し
、と
も
に
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
学
地
域
文
化
創
造
機
構
の
研
究
員

で
、経
営
学
部
・
村
上
喜
郁
准
教
授
の
ゼ

ミ
の
学
生
が
、事
業
連
携
の
一
環
と
し
て

　

本
学
学
生
グ
ル
ー
プ
が
東
北
地
方
の
被
災
地

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
。

　

地
域
文
化
創
造
機
構
が
実
施
す
る「
陸
前
高

田
う
ご
く
七
夕
ま
つ
り
・
川
原
祭
組
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、学
生
20
名（
他
大
学
学
生
も
含

む
）が
、陸
前
高
田
市
の
う
ご
く
七
夕
祭
に
参
加

す
る
川
原
祭
組
の
山
車
の
飾
り
付
け
や
山
車
の

牽
引
な
ど
の
手
伝
い
を
行
っ
た
。支
援
は
昨
年
に

引
き
続
き
今
回
が
２
回
目
で
、８
月
６
日
に
前
夜

祭
、７
日
に
本
祭
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、テ
レ
ビ
大

阪
も
取
材
に
訪
れ
、同
局
の
夕
刊
７
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
活
動
の
模
様
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

ま
た
、本
学
は
２
０
１
１
年
5
月
に
東
北
学

院
大
学
が
立
ち
上
げ
た「
大
学
間
連
携
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
２
０
１
２
年
７
月

に
加
盟
し
、大
阪
府
下
で
は
最
初
の
加
盟
校
と

し
て
活
動
を
始
め
た
。昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
、学
生
5
名
と
職
員
1
名
が
参
加
し
、８
月

10
日
よ
り
宮
城
県
の
山
元
町
で
農
作
業
を
通
じ

て
の
復
興
支
援
活
動
を
行
っ
た
。

　

今
年
で
４
年
目
と
な
る
本
学
学
生
と

職
員
に
よ
る
共
同
企
画「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
」。昨
年
の
来
場
者
数
は
約
６
０
０
名
、

今
年
は
12
月
18
日（
水
）の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。テ
ー
マ
の「color

→
」は
ス
タ
ッ
フ

や
来
場
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性（
カ
ラ
ー
）を

キ
ャ
ン
ド
ル
で
表
現
し
た
い
と
い
う
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。ブ
ロ
グ
も
開
設
し
て
お

り
、詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
が
見
ら
れ
る
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
は
、大
学
の
卒
業
生

が
母
校
に
里
帰
り
す
る
日
。今
年
も
将
軍
山
祭

が
行
わ
れ
て
い
る
11
月
４
日（
月
・
休
日
）に
開

催
す
る
。大
学
50
周
年
を
３
年
後（
２
０
１
６

年
）に
控
え
、多
く
の
卒
業
生
が
参
加
し
、盛
況

な
一
日
と
な
る
。

　

ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
や

ゲ
ー
ム
な
ど
、子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の

追
大
生
た
ち
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、2
日

間
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
大
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

　

７
月
27
日（
土
）〜
28
日（
日
）に
茨
木

市
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
、「
茨
木
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
た
。毎
年
、本
学

か
ら
多
く
の
学
生
が
参
加
し
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
盛
り
上
げ
て
き
た
が
、今
年
も
追

手
門
学
院
大
学
将
軍
山
祭
実
行
委
員

会
、体
育
祭
実
行
委
員
会
、児
童
研
究

会
、経
営
学
部
村
上
喜
郁
ゼ
ミ
な
ど
の

団
体
か
ら
、約
3
0
0
名
の
学
生
が
参

加
！ 

イ
ベ
ン
ト
提
供
や
運
営
協
力
な
ど

を
行
っ
た
。

　

最
近
は「
ス
ク
ー
ル（
教
室
内
）カ
ー

ス
ト
」と
い
う
も
の
が
、学
校
内
に
あ

る
ら
し
い
。少
し
前
に
そ
れ
を
タ
イ
ト

ル
に
し
た
本
が
出
て
い
る
こ
と
は
知
っ

て
い
ま
し
た
。あ
る
き
っ
か
け
が
あ
っ

て
、そ
れ
を
読
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、要
す
る
に
ク
ラ
ス
ご
と
に
基
本
で

三
層
程
度
か
ら
成
る
階
層
社
会
が
形

成
さ
れ
て
お
り
、ク
ラ
ス
の
皆
が
、自

分
の
地
位
を
意
識
し
て
行
動
し
て
い

る
と
い
う
の
で
す
。ま
た
、も
し
も
ど

の
グ
ル
ー
プ
に
も
属
さ
な
い
と
、他
の

全
員
か
ら〈
下
〉に
見
ら
れ
る
ハ
メ
に

陥
る
の
で
す
。

　

あ
き
ら
か
に
構
造
的
な「
い
じ
め
」

で
は
な
い
か
と
言
え
る
し
、「
い
じ
め
」

は
や
は
り「
学
校
文
化
」の
一
部
な
の
か

と
慨
嘆
し
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る

生
徒
は
必
ず
こ
う
言
い
ま
す
。「
い
じ

め
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
…
」。

　

こ
れ
を
、ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
で

し
ょ
う
か
。自
己
欺
瞞
的
な
否
定
に
す

ぎ
な
い
の
か
、そ
れ
と
も「
い
じ
め
」と

言
い
切
れ
な
い
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
が
、そ
の
最
中
に
、自
分
の
し
た

こ
と
を
振
り
返
っ
て「
ひ
ど
い
ね
、ゴ
メ

ン
ナ
サ
イ
」な
ど
と
言
う
ケ
ー
ス
が
、こ

の
書
物
に
は
よ
く
出
て
き
ま
す
。一
定

の
時
間
が
経
過
す
る
と「
い
じ
め
」と

等
し
い
こ
と
だ
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、そ
の「
構
造
」の
空
気
を
吸
っ
て

い
る
あ
い
だ
は
、決
し
て
気
が
つ
く
こ
と

が
な
い
の
で
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト　

追
大
と
大
阪
府
中
央

卸
売
市
場
と
の
共
同
開
発
、

「
追
手
丼
」

東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

本
学
学
生
が
参
加

茨
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

本
学
の
学
生
が
協
力

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
２
０
１
３

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

同
市
場
と
共
同
で

開
発
を
進
め
て
い
た

「
追
手
丼（
お
う
て

ど
ん
）」が
完
成
し

た
。こ
の「
追
手
丼
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、野
菜
や
魚
離
れ
が
進
む

若
者
の
食
生
活
改
善
の
た
め
に
、お
い
し

く
効
率
よ
く
野
菜
・
魚
を
摂
取
で
き
る
メ

ニュ
ー
の
開
発
を
目
的
と
す
る
も
の
だ
。

　

７
月
と
８
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
試
食
会
を
開
催
し
、来
場
者
に
提
供
し

た
。村
上
ゼ
ミ
で
は
今
後
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
継
続
さ
せ
て
い
く
予
定
で
、今
後
の

展
開
が
楽
し
み
だ
。

　

そ
の
一
方
で
、数
十
年
前（
！
）の
中

学
、高
校
の
ク
ラ
ス
に
も
、当
然
な
が

ら
グ
ル
ー
プ
は
あ
っ
た
し
、そ
の
間
に
階

層
的
な
感
じ
も
あ
っ
た
な
…
と
思
い
出

す
人
も
多
い
は
ず
で
す
。そ
し
て
友
達

に
恵
ま
れ
な
い「
独
立
独
行
の
ひ
と
」

は
当
時
も
い
ま
し
た
。か
つ
て
の
教
室

で
は
か
れ
ら
は
、一
定
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

も
っ
と
大
き
な
違
い
は
、現
代
の
子

ど
も
た
ち
は
、そ
れ（
カ
ー
ス
ト
）に
つ
い

て
の
意
識
が
き
わ
め
て
高
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。す
っ
か
り
定

着
し
た「
キ
ャ
ラ
」に
つ
い
て
も
同
様
の

事
情
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

数
年
前
か
ら
担
当
し
て
い
る
日
本

語
の
授
業
で
、書
い
て
も
ら
っ
た
も
の

に
、こ
ん
な
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
筆
者
に
よ
れ
ば
、「
自
分
は
男
子
校

だ
っ
た
が
、そ
こ
で
は
会
話
の
な
か
で

ツ
ッ
コ
ミ
を
受
け
た
と
き
、う
ま
く
返

せ
な
い
と
最
底
辺
の
ラ
ン
ク
を
強
い
ら

れ
る
」と
い
う
の
で
す
。そ
の
と
き「
ス

ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
改
め
て
思
い
出
し
ま
し
た
。ス
ク
ー

ル
カ
ー
ス
ト
の
関
西
バ
ー
ジ
ョ
ン
？

　

村
上
春
樹
の
新
作
を
読
ん
で
い
る

と
、次
の
よ
う
な
言
葉
に
ぶ
つ
か
り
ま

し
た
。

　
「
お
れ
た
ち
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
自
由
を

手
に
し
て
い
る
」。小
説
の
文
脈
の
中
で

は
、き
わ
め
て
皮
肉
な
言
葉
な
の
で
す

が
、あ
え
て
文
脈
を
捨
て
て
読
ん
で
ほ

し
い
。私
た
ち
に
必
要
な
の
は
カ
ー
ス

ト
で
は
な
く
自
由
の
は
ず
で
す
。

副
学
長

（
基
盤
教
育
機
構
教
授
）

水
藤
龍
彦

卒
業
生
が
母
校
に
集
う
日

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ・デ
ー

11
月
４
日
に
開
催

C
lu

b
 &

 C
ir

c
le

学
科
現
３
年
の
佐
々
木 

郁
美
さ
ん
、社

会
学
部
社
会
学
科
現
３
年
の
金
原 

璃

子
さ
ん
の
３
名
。自
己
ベ
ス
ト
を
上
回
る

１
１
６
回
と
い
う
記
録
を
叩
き
だ
し
、本

場
ア
メ
リ
カ
の
チ
ー
ム
も
抑
え
て
の
優
勝

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、６
月
13
日
～
15
日
に
、ア
メ

リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
選
手
権
大
会

『A
nnual A

D
D

L W
orld Invitational 

D
ouble D

utch C
ham

pionship

』で
は
、

「D
U

TC
H

E
R

'S
 616

」出
身
の
国
際
教

養
学
部
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

４
年
の
野
田
大
喜
さ
ん
、増
田
千
紘
さ
ん

の
２
名
が
他
大
学
学
生
と
チ
ー
ム
を
組
ん

で
日
本
代
表
と
し
て
出
場
。見
事
、シ
ン

グ
ル
ス
オ
ー
プ
ン
３
位
、ダ
ブ
ル
ス
オ
ー
プ

ン
２
位
の
成
績
を
上
げ
た
。こ
れ
を
受
け

て
、7
月
8
日
に
本
学
食
堂
棟
で
報
告
会

が
行
わ
れ
、そ
の
模
様
は
関
西
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
ア
ン
カ
ー
で
報
道
さ
れ
た
。

団体名 開催時期 大会名等 実績

体
育
会
団
体

空手道部 7月14日 第29回
泉北空手道選手権大会 形競技 一般男子 ３位

剣道部 4月21日 第52回
大阪学生剣道選手権大会 男子 ２位

硬式野球部 4月6日～
5月31日

阪神大学野球連盟
春季リーグ戦

２部東リーグ ２位
優秀放送賞
敢闘賞選出（1名）
ベストナイン選出（2名）

男子
サッカー部

4月14日～
6月30日

2013年度 第91回
関西学生サッカーリーグ 前期２部 ７位

少林寺 
拳法部

5月26日 大阪府民大会 男女有段組演武 ３位

7月15日 第51回
関西学生大会

男子二段以上組演武 １位
女子二段以上組演武 １位

柔道部 9月1日 関西学生柔道 
体重別選手権大会 ６０kg級 １６位

漕艇部

5月2日～
5月5日

第６６回
朝日レガッタ 男子ダブルスカル 準決勝進出

6月
8日・9日 関西学生新人レガッタ 新人ナックルフォア 第４位

6月 国民体育大会
奈良県予選会 女子シングルスカル 第１位

団体名 開催時期 大会名等 実績

体
育
会
団
体

チアリー
ディング部

3月17日
第19回
西日本チアリーディング
選手権大会

大学競技部門 10チーム中４位

7月15日
第22回
関西チアリーディング
選手権大会

大学競技部門 10チーム中７位

日本拳法部
3月17日 第46回

茨木市民体育大会 弐段以上の部 優勝

5月19日 第21回
春季大阪府民体育大会 成年男子弐段の部 準優勝

ハンド
ボール部

4月6日～
5月19日

関西学生ハンドボール
春季リーグ戦 男子３部 ２位

女子 
バスケット
ボール部

春季

平成25年度
関西女子学生 
バスケットボール
リーグ戦

３部 残留決定

陸上競技部 6月9日 第45回
茨木市民陸上競技大会 一般男子三段跳 ２位

文
化
会
団
体

アメリカ民謡
研究部 5月18日

関西学生フォークソング連盟
キャンパスフーテナニー 
コンサートオーディション

2位・4位・6位・7位

吹奏楽団
8月12日 第52回

大阪府吹奏楽コンクール 大学の部 銅賞

─ 全日本学生吹奏楽連盟 2012年度 活動アワード受賞

S
p
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ts

　

追
手
門
学
院
大
手
前
中
・
高
等
学
校
で
中
学

３
年
間
と
高
校
１
年
ま
で
を
過
ご
し
た
セ
レ
ッ

ソ
大
阪
の
選
手
で
あ
る
柿
谷
曜
一
朗
さ
ん
が
、

日
本
代
表
入
り
を
果
た
し
た
。柿
谷
選
手
は
、７

月
20
日
〜
28
日
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
東
ア
ジ

ア
カ
ッ
プ
で
３
得
点
を
挙
げ
、日
本
の
東
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ
初
優
勝
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

セ
レ
ッ
ソ
大
阪 

柿
谷
選
手
が

日
本
代
表
で
大
活
躍

学生スタッフブログ ▶ http://www.act.otemon.ac.jp/user_options/100198

BRIDGE    OTEMON GAKUIN UNIVERSITY 19 BRIDGE    OTEMON GAKUIN UNIVERSITY 18




